















































 あいさつを切る ― 人と関係を絶つ・縁を切る・絶交する 
 あいさつがあがる ― 争いの仲裁・とりなしが打ち切れる 
 あいさつをあげる ― 争いの仲裁・とりなしをやめる 
 あいさつまわり ― 謝意や敬意などをのべにあちこち回って歩くこと 
 あいさつ者 ― 客あしらいのうまい者、愛想の良い人 
あいさつ柄 ― 人と応対にふさわしい言葉とふるまい、また、あ 
いさつする様子 
あいさつより円札 ― 言葉を尽くしての例を受けるよりは、金銭を 
もらったほうがよいの意。あいさつの「さつ」と
円札の「札」と同意を重ねたしゃれ。 
あいさつ人     ― 人の間に立ってよいように計らう人。とりなしを 
する人、仲介者 
あいさつ金  ― 礼を詫びなどのしるしとして相手に差し出す金 
あいさつ代わり    ― 日常のあいさつ代わりに取り交わす言葉や振る舞 
い。また、初対面や訪問のしりしに相手に差し出 
す物品。 













































IV.  挨拶表現の構造 
人が対面した時のあいさつ 
お早う  ― 昔「お」接頭辞なしは朝早く働きに来た人に対して使った言 
葉。接頭辞を加えてから朝のあいさつとして使えるようにな
った。丁寧な形は「おはようございます」。 





こんばんは ―  夜の訪問や対面の際のあいさつ。「こんにちは」と同様下略 
された形。 
お邪魔します  ―  元来は仏教語。仏の教えにそむく誤った考えを主張して、菩 
提道に入るのを妨げる悪魔。転じて他人の妨げ、迷惑に
なること。 










ただいま  ― 外出から帰った時の挨拶。元の意味は「現在」である。「た 
だいま、帰りました」の下略である。 
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お久しぶり  ―   長い間会わなかった人が対面した時のあいさつ語。 
















































 二人称代名詞： あなた・きみ・おまえ・あんた・おたく・きさま・そちら 
 実名・愛称： 山田（…／さん／さま／くん／ちゃん）山ちゃん・アッコ 
 地位・役職名： 課長・部長・社長・会長・議長・委員長・総理 
 年齢階梯語： ねえちゃん、おばさん、奥さん、おやっさん、 
 地名・国名： ポーランドさん  
 あいさつは、何と言っても会話の前奏曲であり、その場の人間関係を設定するものであ
る。いったん設定されると、後はだいたいその格差を守り通すのが普通である。こういう
わけで話題・聞き手・話し手を描写するために積極的に用いられ、あいさつはその人物に
ついてさまざまな情報を与えてくれると言われる。 
 日本語のあいさつをポーランド語に訳すのは非常に難しい。なかなかピッタリの言葉が
見つからないので、語源的な分析や社会背景の説明するほかないと思う。その例としてと
して短い会話を挙げてみたい。 
 
 ―御免ください。 
 ―はい、あっ、田中さん、いらっしゃいませ。 
 ―よくいらっしゃいました。さ、どうぞお上がりください。 
 ―じゃ、失礼します。 
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 ―やあ、渡辺さん、お久しぶり。どちらへ？ 
 ―いや、ちょっと。 
 ―それは、それは、では。 
 ―じゃ、また。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
